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   意地悪姑もドン引きするレベルの掃除を成し遂げ
て久世宅を辞した綾乃が、周防家に戻ると。有希は、
自室のベッドにうつ伏せになり、枕に顔を埋めてい
た。
「有希様？   お体の具合がよろしくないのですか？」
「んん〜やぁ〜〜？   ちょっと自己嫌悪······」
   のそのそと枕の端から綾乃に視線を向け、有希は
溜息を吐く、そして、枕にぐりぐりと顔を押し付け
ながら、唸り声とも呻き声ともつかない声を上げた。
「うぬぁぁ〜〜アーリャさんがいい人過ぎて心が痛
むんじゃあぁぁ〜〜」
「······」
「やっぱやり過ぎたかなぁ？   でも、あの好物をみ
すみす渡すのは絶対違うと思うし、やるなら全力で
やらなきゃだし、おじい様はガンガンプレッシャー
掛けてくるしぃ〜〜〜むぬぁぁぁ〜〜」
   顔を枕にねじ込むように身悶えしながら、有希は
小さな足をバタバタと動かす。その光景を、綾乃は
いつも通りの無表情でじっと見守っていた。
   綾乃は、有希がアリサに対して具体的にどのよう]
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希の姿から、アリスと友情にひびが入るようなこ
とをしたのは薄々察した。
   (本来であれば、わたくしがそういったことを引き
受けなければならないのでしょうがドン引き)
   苦悩する主人を前に、綾乃は自分の無力さを噛み
締める。
   人の上に立つ者は、綺麗でなくてはならない。綺
麗な目で、美しい理想を真っ直ぐに語らなければな
らない、そうしなければ人は集まらない。
   そして······上に立つ者が綺麗でいるために、汚れ
役が必要なのだ。政近がまさにそれだ。かつては有
希に、今はアリサに清浄潔白なリーダーとしての役
目をやらせ、自らは汚れ役として交渉や根回し、対
立候補との水面下での駆け引きなどを一手引き受
けていた。
   しかし、綾乃にはそれが出来ない。駆け引きは綾
乃が苦手とする分野だし、そもそも性根が善良過ぎ
て、人に嘘を吐いたり騙したりといったことが出来
ない。
   (わたくしは、なんのために有希様のパートナーを
しているのでしょうか······)
   通常の生徒会業務であれば、綾乃は高水準でらこな
すことが出来る。しかし、それは生徒会役員に必要
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はない。政近や乃々亜のように、人脈も交渉力も持
たない自分には、一体何が出来るのか······綾乃は考
えた末に、有希の突っ伏すベッドに歩み寄った。そ
の視線の先で、バタバタと動いていた有希の足がバ
タっとベッドに落ちる。
「ハァ······こんなんではラスボスにはなれない······」
   ぐったりと呟く有希の後頭部をじっと見つめなが
ら、綾乃は有希に声を掛けた。
「有希様」
「ん〜？」
「お話ししてください。お心の内の全てを。せめて
共に背負い、共に悩ませてください」
   ベッドの脇にしゃがみ、有希と同じ視線の高さで
そう語り掛けると、有希は少し目を見開いた後、再
び枕に顔を埋めた。
「いやぁ、綾乃に愚痴るほどのもんじゃないんだけ
どね······ま、しばらくしたら復活するよ」
   だるそうな雰囲気を放ちながら、やんわりと綾乃
の申し出を拒否する有希。普段の綾乃なら、言外に
含んで「放っておいて欲しい」という意図を汲んで、
そっと部屋を出て行くだろう。しかし、綾乃はその
場に留まったまま、有希に静かに語り掛けた。
「有希様」
「······」
「わたくしは有希様が、主人として、従者であるわ
たくしに甘えないようになさっていることは存じて
おります······ですが、今のわたくしは有希様の従者
であると同時に、共に会長選挙に挑むパートナーで
もあります」
「······」
「どうか、ここはパートナーとして、わたくしを頼
ってはくださいませんか？   でなければ······わたく
しが有希様のパートナーを務めることに、何の意味
がありましょう」
「······なんだ、そんなことを気にしてたの？」
   有希はひょいっと顔を上げると、綾乃の前までハ
イハイで移動し、ベッド前に腰掛けた。そして、至
近距離から綾乃の目を覗き込んで言う。
「たしかにね。お兄ちゃんレベルの万能チートキャ
ラがサポート役にいれば便利だよ？   すんごい楽で
きるもんね」
「······」
   やはり、自分では政近の代わりにはなれないのか。
我が身の不甲斐なさに顔を伏せる綾乃の耳に、有希
のあっけらかんとした声が届く。
「でもね、別にいなくても問題ない」
「え······」
   意外感から目を見開く綾乃の前で、有希は不敵な
笑みと共に脚を組んだ。]
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   傲然と胸を反らしてそう言い切ると、有希は綾乃
を見下ろして続ける。
「あたしに必要なのは、あたしに対する理解度と忠
誠度が高いパートナー。人脈？   交渉力？   いらな
いよろんなの。あたしが持ってるし」
「······」
「あたしがパートナーにもとめるのは、あたしが自分
の力を十全に発揮できるようにすること。その点、
綾乃以外の適任はいないよ。あたしの全てを知った
上で、サポート役として十全に立ち回ってくれるん
だから······今回のこともそう。あのお兄ちゃんを、
あたし達で出し抜いたんだよ？   他の人とじゃ絶対
できないでしょ」
   有希の言葉に、綾乃は心のモヤモヤが晴れていく
感覚がした。迷いのなくなった綺麗な瞳で有希を見
上げる綾乃に、有希はニヤリと自信満々に笑う。
「だから、あやのはこれからも、あたしに忠実に動い
てくれればいいんだよ。そしたら······あたしは、お
兄ちゃんにもアーリャさんにも絶対に負けない」
「······はい。これからも、変わらぬ忠誠を有希様に
捧げます」
   その場にぺたんと座り込み、深々と頭を下げる綾
乃。図らずも土下座のような体勢になってしまって
いる綾乃に、有希は気まずげに視線を逸らした。
「あぁ〜······でもその、今回はちょっと綾乃に嫌な
役目やらせちゃったね······。お兄ちゃんに毒を盛る
······ってのは言い過ぎだけど、それに近いことをす
るのは心苦しかったでしょ？」
「······」
   頭を下げたまま、沈黙で肯定する綾乃に有希は苦
笑を漏らす。
「まあその労いってことで、何かしたいんらだけど······
希望はある？」
「······それでは、借越ながら」
「おっ、あるの？」
   普段はそういった希望を一切口にせず、訊かれて
も遠慮する綾乃が、意外にもリクエストしようとす
る素振りを見せたことに、有希は驚きと嬉しさを覚
える。
「なになに？   言ってみて？」
「では······」
   表情上をほころばせ、キラキラした目で身を乗り出
す有希の前で······綾乃は、少し恥ずかしそうに視線
を逸らして言った。
「頭を······踏んでいただけませんか？」
「なんて？」]
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